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1.　はじめに
地球温暖化やエネルギー使用量の急増など、地球

環境に係わる問題が重要な課題となっており、多くの国
においてエネルギー使用量を削減するための取り組み
が進んでいます。
電気機器に対しては、エネルギー効率の向上による

電力消費量の削減を目指し、家電製品などを中心にエ
ネルギー効率の最低基準（以下  基準）を定めた規制
が導入されています。
また、各国の規制が貿易障壁とならないように、基準
の国際標準化の動きも進んでいます。
ここでは、世界の規制の現状と今後の動き、および
当社における取り組みについて紹介します。

2.　世界のエネルギー効率規制
2.1.　規制の背景
主要国の電力供給の化石燃料への依存度は80%（1）

を超えており、地球温暖化の要因となっています。また、
経済発展に伴い電力消費量が急増し、安定供給の問
題が懸念されています。
持続可能な発展を実現するために、世界規模でのエ

ネルギー消費量の削減が急務となり、多くの国でエネル
ギー効率規制が導入されました。

産業分野では、モーターアプリケーションが消費する
電力量は、世界の消費電力量の 30∼40%（2）と見積もら
れています。このような背景からモーターやファンモーター
などに対するエネルギー効率規制が導入されています。

2.2.　規制の成り立ち
各国による規制の導入は、その国内市場での出荷実

績、用途や使用条件を調査し、モーターの種類や出力
帯ごとに省エネルギー効果を算出した上で、内容の検
討が進められました。その結果、省エネルギー効果の
大きい出力 750W 以上の三相誘導電動機を対象とした
エネルギー効率規制が多くの国で導入されました。
表 1に世界の誘導電動機のエネルギー効率に対する

規制の一例を示します。

表 1　誘導電動機のエネルギー効率に対する規制（3）

国名 法令名 対象
アメリカ エネルギー独立安全保障法 三相 0.75kW∼375kW

カナダ エネルギー効率法 三相 0.75kW∼375kW

ブラジル 大統領令 三相 0.75kW∼185kW

中国 省エネルギー法
①三相 0.75kW∼375kW
②単相、三相 10W∼2200W

韓国 エネルギー消費効率
等級表示制度 三相 0.75kW∼200kW

オーストラリア
ニュージーランド E3 Program 三相 0.73kW∼185kW

欧州連合（EU） ErP指令 三相 0.75kW∼375kW
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表 1 からわかるように、北米、南米、アジア、オセア
ニアおよび EUといった世界の主要な地域において誘導
電動機のエネルギー効率規制が行われています。

EU では誘導電動機だけでなく、空調などに使用され
るファンモーターのエネルギー効率規制の導入が進んで
います。

2.3.　基準の標準化
エネルギー効率に対する規制は、それぞれの国が独

自の基準で規制を始めました。そのため、市場のグロー
バル化が進むと、異なる基準が貿易障壁になることが懸
念されてきました。そこで基準を合わせるために、IEC（国
際電気標準会議）（注 1）や ISO（国際標準化機構）（注 2）

によって標準化が進められ、国際規格が作成されました。
モーターおよびファンモーターのエネルギー効率につい

ての国際規格を次に示します。

・IEC 60034-30 ed.1（2008-10）  
Rotating electrical  machines-Part  30：
Efficiency Classes of  s ingle-speed,  three-
phase,  cage-induction motors（IE-code） 

 （回転電気機械－第 30 部：定速度，三相，かご形誘
導電動機の効率等級（IEコード））

出力 0.75kW∼375kW の三相誘導電動機を対象と
したエネルギー効率基準値と等級を規定しています。
効率等級を IE1∼IE3にて表現しており、 IE1<IE2
<IE3 の順に効率の基準値が高くなります。

・ISO 12759：2010  
  Fans-Efficiency classif ication for fans

 （ファン－ファンの効率分類）

最大効率点における入力が 0.125kW ～ 500kWと
なるファンモーターを対象としたエネルギー効率の基
準値と効率グレードを規定しています。

2.4.　規制強化のロードマップ
いくつかの国において、規制は計画に沿って強化される

ことが公開されています。図 1に出力 0.75kW∼375kW

の三相誘導電動機に対するエネルギー効率規制のロー
ドマップを示します。
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図 1　規制のロードマップ

図 1 からわかるように、2017 年には世界の主要な地
域の効率規制の基準値が、実質的に統一される見込
みです。

3.　中華人民共和国のエネルギー効率規制
3.1.　規制の背景と体系
中華人民共和国（以下、中国）では経済発展に伴い、
エネルギー消費量が増大しており、その削減が国家的
課題となっています。
第十一次五ヵ年計画（2006 年 ∼ 2010 年）では、

エネルギー消費量の 20%を削減することが目標に掲げ
られ、省エネルギー政策の基本となる省エネルギー法
が 2007 年に改正されました。この省エネルギー法に基
づき、誘導電動機のエネルギー効率に対する規制が施
行されました。
同法では、省エネルギーを推進するために必要な基
準は中国国家標準などで定めることと、エネルギー効率
の表示の仕方を定めることが規定されています。現時
点の表示制度には、規制（強制力あり）と推奨（任
意の認証）の 2 種類があります。
図 2に中国のエネルギー効率に対する規制体系を示

します。

エネルギー効率の表示に関する法令
・強制力がある制度（エネルギー効率表示管理制度）
・任意の認証制度（中国省エネルギー製品認証制度）

基準
・国家標準
・地域標準
・業界標準
など

・基準
・表示制度

中国標準化法
（基準の作成を規定）

中国省エネルギー法
（推進に必要な国家標準や
　表示制度の制定を規定）

制定の根拠
引用

図 2　中国のエネルギー効率規制体系

（注 1） IEC：International Electrotechnical Commission  電気、電子の技術分野における国際規格の作成を担当。
（注 2） ISO：International Organization for Standardization 電気、電子分野以外の工業分野における国際規格の作成を担当。
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3.2.　基準
中国国内で統一が必要とされた基準は、中国国家標
準（国家規格）として制定され、中国語読みの Guo 

j ia Biao zhumを略して GB 規格と呼ばれています。
GB 規格には、強制標準（GB）と推奨標準（GB/

T）があり、強制標準（GB）には遵守義務があります。
適合していない製品は、中国国内での生産、販売お
よび輸入を行うことができません。違反に対する罰則は、
中国標準化法に規定されています。
表 2に誘導電動機のエネルギー効率を規定した GB

規格を示します。

  表 2　誘導電動機のエネルギー効率に関する GB 規格

GB 18613-2012 GB 25958-2010

名称
中小型三相非同期電動機 
エネルギー効率限定値
およびエネルギー効率等級

小電力モーターエネルギー
効率限定値およびエネルギー
効率等級

対象製品※1 三相誘導電動機 
出力 0.75kW∼375kW

単相、三相誘導電動機 
出力 10W∼2.2kW

要求されている 
エネルギー効率等級※2 三級以上 三級以上

施行日 2012.9.1 2011.7.1

備考 GB 18613-2008より移行 
（IEC 60034-30：2008準拠）

−

※ 1   両規格の三相 0.75∼2.2kW三級では、同じ基準値が 
　　   記載されています
※ 2   等級：エネルギー効率の下限値を定めたクラス
                   三級<二級<一級の順に効率の基準値が高くなります。

3.3.　表示制度
中国には複数の省エネルギーの表示制度が存在し、

モーターのエネルギー効率には、エネルギー効率表示
管理制度と中国省エネルギー製品認証制度があります。

3.3.1.　エネルギー効率表示管理制度

中国発展改革委員会と中国国家品質監督検験検疫
総局が共同にて制定しました。対象製品は、上記組織
および中国国家認証認可監督管理委員会が定め、実
施規則として公告されます。
この制度は強制力を有しており、対象製品は政府機
関が認定した試験所でのエネルギー効率の測定が義
務付けられています。さらに指定フォーマットのラベルに
よる効率値や等級の表示義務があります（図 3 参照）。

 
図 3　エネルギー効率表示ラベル

3.3.2.　中国省エネルギー製品認証制度

中国省エネルギー製品認証管理委員会が主管し、
認証業務は中国品質認証センターが担当している、任
意の第三者認証制度です。対象製品の認証規則は、
同センターから発行されます。認証品には、指定された
認証マークの表示が求められています（図 4 参照）。

 
図 4　中国省エネルギー製品認証マーク

3.3.3.　GB規格と表示制度の関係

GB 規格と表示制度との関係を、表 2 で示した誘導
電動機を例に示すと、図 5 のようになります。
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図 5　GB 規格と表示制度の関係

 

図 5 からわかるように、GB 18613-2012の対象製品
には強制力のある表示制度が適用され、ラベルによる
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エネルギー効率の表示が必要です。一方 GB 25958-

2010 の対象製品には、強制力のある表示制度は適用
されず、現時点ではラベルによる表示は必要ありません。
いずれの GB 規格の対象製品も、任意の第三者認証
制度である中国省エネ製品認証制度を利用できます。

4.　EU のエネルギー効率規制
4.1.　規制の背景

EU では、環境へ与える影響を軽減することを目的と
して、次の政策が発表されています。

  ・第六次環境行動計画（2002 年発表）
    2002∼2012 年の EU の環境に関する目標と
　  行動概要
  ・包括的製品政策（IPP）（注 3）（2003 年発表）
    製品のライフサイクルを通じて、環境へ与える影響   
    を軽減することを目的とした政策

上記政策の一環として、電気・電子機器に含まれる
特定有害物質使用制限に関する指令（注 4）（RoHS 指
令）や廃電気・電子機器に関する指令（注 5）（WEEE

指令）が発効されています。（4）

4.2.　ErP 指令（EuP 指令）
欧州委員会は環境政策に基づき、2005 年にエネル

ギー使用製品に対するエコデザイン（環境配慮設計）
の適用を求めた EuP 指令（注 6）を発効しました。さら
に 2009 年には、対象をエネルギー関連製品にまで
広げた ErP 指令（注 7）が発効されました。これに伴い、
EuP 指令は廃止されました。

ErP 指令は、制定の背景や基本的な要求事項が規
定されている枠組み指令です。そのため対象製品は、
次のように概要のみ記載となっています（第 15 条 2 項）。

 

EU 域内において、

（a）年間 20 万台以上、販売および取り引きされて 

     いるエネルギー関連製品

（b）上市、サービス供与されている量を考慮すると
　   著しい環境影響を及ぼすエネルギー関連製品

（c）過度なコストをかけずに環境影響に著しい改善
     の可能性があるエネルギー関連製品

具体的な対象製品や要求事項は、委員会規則（Regula-

t ions）で規定されます。
なお、ここで述べている関連製品とは、特定の製品

を指すものではなく、モーター、ポンプやファンモーター
など製品カテゴリーを示しています。

EU では ErP 指令に基づいて、活動計画の検討を
行っています。事前に省エネ効果が著しいと考えられる
製品カテゴリーの検討、抽出を行い、三年間の計画と
して作成されます。その際対象となる製品は、カテゴリー
ごとに rot number が割り当てられます。
現在、13 の製品カテゴリーに対して委員会規則が発

効されています。（5）

対象製品は、ErP 指令および委員会規則に規定さ
れた次の内容が求められます。

   ・エコデザイン要求事項への適合
   ・適合性評価および管理システムの構築

ErP 指令および委員会規則に適合した製品には、
CE マーキングが要求されています。
モーターやファンモーターに対する委員会規則も発行

されています。これについては、次に紹介します。

4.3.　誘導電動機に対する委員会規則
・COMMISSION REGULATION （EC） No 640/2009 

of 22 July 2009 implementing Directive 2005/32/EC 
of the European Parliament and of the Council with 
regard to ecodesign requirements for electric motors

 （モーターに対するエコデザイン要求に関して欧州議会
および理事会指令  2005/32/ECを実施する 2009 年
7月 22日付欧州委員会規則（EC） No 640/2009）
 

出力 0.75kW∼375kW の三相誘導電動機が対象
で、主に次の内容が要求されています。

 ・エコデザインの適用
 ・定める効率クラスを満たすこと

（注 3）IPP：Integrated Products Policy
（注 4）RoHS指令：The Restriction of the use of certain Hazardous Substances in Electrical and Electronic Equipment
（注 5）WEEE指令：Waste Electrical and Electronic Equipment
（注 6）EuP指令：DIRECTIVE 2005/32/EC OF THE EUROPEAN PARLIAMENT AND OF THE COUNCIL of 6 July 2005 
 establishing a framework for the setting of ecodesign requirements for energy-using products and amending Council Directive
 92/42/EEC and Directives 96/57/EC and 2000/55/EC of the European Parliament and of the Council
（注 7）ErP指令：DIRECTIVE 2009/125/EC OF THE EUROPEAN PARLIAMENT AND OF THE COUNCIL of 
 21 October 2009 establishing a framework for the setting of ecodesign requirements for energy-related products
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2011年 6月16日から実施され、現在要求されている
効率クラスは IE2 ですが、次のような変更が規定され
ています。

出力 7.5kW∼375kW ： 2015年 1月1日より IE3

出力 0.75kW∼375kW ： 2017年 1月1日より IE3

4.4.　ファンモーターに対する委員会規則
・COMMISSION REGULATION （EU） No 327/2011 

of 30 March 2011 implementing Directive 2009/125/
EC of the European Parliament and of the Council 
with regard to ecodesign requirements for fans driven 
by motors with an electric input power between 125W 
and 500 kW

 （入力電力 125W から 500kW のモーター駆動ファン
に対するエコデザイン要求に関して欧州議会および理
事会指令  2009/125/ECを実施する 2011年 3月30
日付欧州委員会規則（EC）  No 327/2011）

最大効率点における入力が 125W∼500kWとなる
ファンモーターが対象で、主に次の内容が要求されてい
ます。

  ・エコデザインの適用
  ・定める効率グレードを満たすこと

なお、2013年 1月1日より実施され、2015年 1月1日
には要求される効率グレードが上がることが規定されて
います。

5.　今後の動き
国際規格、EU や日本の動きを次に紹介します。

5.1.　国際規格の改定や新規作成
IEC では次の国際規格の改定作業作成が進められ

ています。

・IEC 60034-30（改定） 
対象範囲の拡大が検討されています。下記のような
変更案が挙がっています。 

出力：0.75kW∼375kW →  0.12kW∼1000kW
種類：三相誘導電動機　→  単相誘導電動機  
 三相誘導電動機  
効率クラス IE4 の追加

さらにモーターアプリケーションとして効率を向上させる
ために、インバータなど回路を利用した可変速駆動に使
用する誘導電動機のエネルギー効率に関する国際規格
の新規作成も行われています。

・IEC 60034-2-3（新規）
  インバータ用誘導電動機の損失と効率の測定方法を
  規定しようとしています。

現在はモーター単体のエネルギー効率に関する国
際規格の改定や新規作成が行われています。IECと
CENELEC（欧州電気標準化委員会）（注 8）が共同で、
インバータなど回路を含めた誘導電動機や永久磁石型
同期電動機のエネルギー効率に関する国際規格の検
討を始めています。

5.2.　ErP 指令の今後
現在、2012-2014 年版の活動計画の検討が行われ

ており、欧州委員会からの発表待ちとなっています。（6）

計画は未発行ですが、行動計画の最終案で検討対象
の候補となった製品カテゴリーでは、内容の検討が始
まっているものもあります。

4.3にて紹介した、誘導電動機に対する委員会規則  

（EC） No 640/2009にて対象範囲外となっていたモー
ターが rot 30に分類された上で、活動計画の検討候
補となりました。さらに 2012 年 7月より内容の検討が始
まっています。（7）

現在、rot 30 の主な対象は次のとおりです。

種類：単相誘導電動機、三相誘導電動機
        インバータ+ 誘導電動機、永久磁石型同期
        電動機など

出力は IEC の動きに合わせて、0.12kW∼1000kW

が検討されています。
図 6に（EC）No 640/2009とrot 30の比較を示します。

rot 30

（EC） No.640/2009
三相誘導電動機

出力 0.75kW～ 375kW

出力 1000kW

出力 0.12kW

単相誘導電動機
インバータ+
　　誘導電動機

永久磁石型
同期電動機

        図 6　（EC）No 640/2009 と rot 30 の比較

なお、ファンモーターに関しては、活動計画の最終案
に候補として入っていませんでした。

（注 8）CENELEC：European Committee for Electrotechnical Standardization 電気、電子の技術分野におけるEUの地域規格の作成を担当。
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5.3.　日本の状況
JIS 規格（日本工業規格）で、IEC 60034-30：2008

に相当する JIS C 4034-30（回転電気機械―第 30 部：
単一速度三相かご形誘導電動機の効率クラス（IEコー
ド））が 2011 年に制定されていますが、法令による規
制はありません。
そこで、2011 年経済産業省より国際競争力を得るた
めに、出力  0.75kW 以上の三相誘導電動機に対して、
欧米並みのエネルギー効率規制を設ける方針が発表さ
れました。家電と同じくトップランナー方式が採用される
予定です。（8） 

6.　規制に対する当社の取り組み
6.1.　誘導電動機のエネルギー効率規制への対応
当社インダクションモーターは、GB 25958-2010 の
対象となっています。当社の対応状況を表 3に示します。

      表 3　 GB 25958-2010 への対応状況

等級 シリーズ 電圧 [V]

一級 WK中国電圧対応（注 9） 単相 220/230（50Hzのみ）

二級 KⅡ
単相 100、110/115
単相 200、220/230
三相 200/220/230

三級
WK（注 10）

V（注 10）

単相 100、110/115
単相 200、220/230
三相 200/220/230
三相 380/400/415

主力製品のほとんどが三級以上をクリアしており、中
国国内で使用される装置にも、安心して採用いただけ
ます。
一級に適合している「WKシリーズ中国電圧対応」

（図 7 参照）は、製品評価および品質管理体制に関
する工場審査を経て、省エネルギー製品認証制度の認
証を、中国国内外含め第一号で取得した AC 小型モー
ターです（2012 年 7 月 当社調べ）。より高いレベルの
省エネルギー化を実現し、装置の差別化に貢献いたし
ます。

 図 7　WKシリーズ 中国電圧対応

 

6.2．ファンモーターのエネルギー効率規制への対応
当社ファンモーターの一部は、欧州委員会規則（EU）

No 327/2011 の対象となっており、MRS シリーズ
（MRS25-□タイプ）が対応しています。（注 11）

（注 9）詳細については、最寄の支店・営業所、またはお客様ご相談センターにお問い合わせください。
（注 10）一部、三級に対応していない製品があります。詳細については、最寄の支店・営業所、またはお客様ご相談センターにお問い合わせください。
（注 11）MB1665タイプも対象となっておりますが、規制値をクリアしません。
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7. まとめ
世界各国でのモーターのエネルギー効率規制は主に

出力 0.75kW 以上の三相誘導電動機を対象としていま
すので、当社の製品はおおむね対象外となっていました。
しかし、中国ではインダクションモーター、EU ではファ
ンモーターを対象とした規制も始まりました。そこで、規
制の現状と今後の見通し、および当社の対応を紹介し
ました。
今後もエネルギー効率規制の実施国の増加、対象
範囲の拡大や基準の引き上げが予想されますので情報
をタイムリーにとらえ、お客様に安心してお使いいただけ
る製品を提供していきます。
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